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論文の内容の要旨

　本研究は，マルテンサイト変態研究における未解決の三つの重要な問題を，種々の新しい回折結晶学的手法を

効果的に利用して解明したものである。本研究は序論を除いて三つの章から成っており，第二章では平均構造の

解析を，第三章では局所構造の解析を，又第四章では界面構造の解析を行っており，解析手法の点からも興味深

いものである。具体的な結果は以下の通りである。

　第二章では，Ti－MのR相の結晶構造を，電子回折および粉末X線回折パターンのPaw1ey法，Rietve1d法を

用いた解析によって行った。その結果，R相の構造の空問群P3に属するζ’A止Cdと類似した構造であること

を明らかにした。

　第三章では，Ti－N1申に現れるTi2Ni3析出物の相変態および構造に関して，電子回折，収東電子回折，高分解

能電顕および粉末X線回折パターンのPaw1ey法，Rietve1d法を用いた解析を行い，その低温相・高温相の結晶

構造を明らかにした。

　第四章ではγゴC止Au－Niマルテンサイトに格子不変変形として導入されるirrationa1な第瓦種双晶界面の構造

を高分解能電顕および分子動力学法を用いた計算機シミュレーションによって解明した。第亙種双晶のirratiOn－

a1な界面は，従来言われたような1edgeとstepからなるものではなく，ブロードな界面を持ち，その領域で，境

界の歪みを弾性的に緩和した構造であるという新しい考え方を示した。

審査の結果の要旨

　本研究は，マルテンサイト変態の研究の中で，解析が困難なため長年未解決だった重要な問題を，種々の新し

い回折結晶学的手法を駆使して解決したものである。Ti－Ni合金のR相は形状記憶合金の応用という観点からも

非常に重要な相で，この構造の解明は，R相変態の解明にも大いに役立つと期待される。Ti2Ni3の相変態は比較

的新しい問題であるが，低温，高温両相の決定は，この変態の機構解明に役立つと期待される。irratiOna1な指

数を持つ第n種双晶界面の問題は，マルテンサイト変態の機構という一般的な観点からも極めて重要な問題であ

るが，irrationa1な指数を持つ第皿種双晶界面が従来考えられていたような1edgeとstepの組み合わさった界面
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ではなく，broadな領域で連続的に変位していくという新しい解析結果は大変興味深いものである。又，この解

析で用いた第I種，第皿双晶の界面構造を記述するモデルも大変興味深いものである。総じて，大変質の高い研

究成果と評価できる。

　よって著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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